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内
務
官
僚
だ
っ
た
父
が
残
し
た
法
律
の
本
は
処
分

し
て
し
ま
っ
た
が
、
旧
制
一
高
の
向
陵
誌
、
法
学
部

の
恩
師
牧
野
英
一
博
士
の
日
本
刑
法
、
内
務
省
史
全

四
巻
だ
け
は
大
切
に
保
管
し
て
あ
る
。
半
世
紀
前
、

任
地
ロ
ン
ド
ン
か
ら
持
ち
帰
っ
た
洋
書
な
ど
私
自
身

の
蔵
書
も
あ
る
が
、
圧
倒
的
勢
力
を
占
め
て
い
る
の

は
、
家
内
の
父
・
吉
野
俊
彦
が
残
し
た
本
と
資
料
だ
。

　

第
一
は
、
著
作
の
ス
ト
ッ
ク
。「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
経
済
学
」（
１
９
４
８
年
）
に
は
じ
ま
り　

歳
で

８９

の
共
訳
「
熱
狂
、
恐
慌
、
崩
壊
―
金
融
恐
慌
の
歴
史
」

（
２
０
０
４
年
）
ま
で
１
３
０
余
冊
を
出
版
し
て
い
た
。

　

歳
の
時
「
サ
イ
ド
ワ
ー
ク
で
書
い
た
原
稿
量
は
著

６５作
だ
け
で
２
０
０
字
詰
原
稿
用
紙　

万
枚
」
と
言
っ

１３

て
い
た
。
第
二
は
、
日
銀
勤
務
時
代
の
金
融
政
策
の

機
微
に
触
れ
る
記
録
資
料
、
国
際
会
議
資
料
。
第
三

は
、
寄
稿
な
ど
が
掲
載
さ
れ
た
新
聞
、
東
洋
経
済
・

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
じ
め
週
刊
誌
、
中
央
公
論
・
文
藝

春
秋
な
ど
月
刊
誌
。
毎
週
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
か

ら
書
棚
に
溢
れ
て
い
る
。
第
四
は
、
金
融
、
財
政
、

経
済
全
般
、
法
律
の
本
、
文
学
書
、
文
豪
・
思
想
家
・

経
済
学
者
な
ど
の
全
集
、
勝
海
舟
・
渋
沢
栄
一
・
歴

１７４

会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

代
日
銀
総
裁
は
じ
め
伝
記
、
日
本
金
融
史
は
じ
め
歴

史
も
の
、
社
史
、
各
種
事
典
、
そ
し
て
古
典
と
洋
書
。

　

納
ま
っ
て
い
る
の
は
、
私
一
家
が
暮
す
庭
続
き
の

一
角
。
吉
野
は
、
自
宅
の
書
斎
と
は
別
に
、
二
号
書
庫

を
建
て
て
い
た
。
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
メ
ル
ク
の
修
道
院

の
書
庫
に
似
た
も
の
を
と
自
ら
設
計
し
た
。
２
階
建

て　

坪
。
１
階
の
天
井
は
高
く
面
積
は
広
め
、
２
階

２０
の
天
井
は
や
や
低
く
面
積
は
狭
め
。
机
は
１
階
に
二

つ
、
２
階
に
一
つ
。
書
棚
は
、
床
か
ら
天
井
ま
で
作

り
付
け
で
、
１
階
は
３
重
９
段
、
２
階
は
２
重
７
段

と
２
重
６
段
、
２
階
に
向
か
う
階
段
の
片
側
も
全
面

書
棚
。　

歳
の
時
、
人
に
問
わ
れ
て
、
軽
井
沢
の
本

６０

を
合
わ
せ
「
蔵
書
は
４
万
冊
近
く
」
と
答
え
て
い
た
。

膨
大
な
資
料
を
含
め
「
書
斎
こ
そ
わ
が
城
」
だ
っ
た
。

　
　

歳
で
没
後
、
著
作
在
庫
の
一
部
は
、
母
校
東
大

９０

や
市
川
市
の
図
書
館
に
寄
贈
。
金
融
政
策
に
関
わ
る

資
料
１
万
３
千
点
は
日
銀
に
収
納
。
他
も
処
分
し
つ

つ　

年
経
過
。
が
、
書
籍
の
山
は
び
く
と
も
し
な
い
。

１５

　

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
案
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
が
発
生
。
や
る
な
ら
今
し
か
な
い
、
と

思
い
立
っ
た
。
ま
ず
は
新
聞
と
雑
誌
。
一
紙
一
冊
内

容
を
確
認
、
寄
稿
や
座
談
会
の
部
分
だ
け
を
切
り
抜

い
て
フ
ァ
イ
ル
へ
、
他
は
消
却
。
４
か
月
間
、
中
腰

で
の
作
業
、
同
じ
動
作
の
繰
り
返
し
で
右
手
人
差
し

指
が
痙
攣
。
抗
炎
症
剤
テ
ー
プ
を
貼
っ
て
い
る
が
、

今
年　

歳
、
も
た
も
た
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。
本

８２

丸
・
第
四
群
が
あ
る
。
感
染
症
を
避
け
た
巣
ご
も
り

生
活
で
、
晴
読
雨
読
。
今
年
こ
そ
、
義
父
へ
の
感
謝

の
念
を
胸
に
、
万
巻
の
書
の
整
頓
、
整
備
に
本
格
的

に
取
り
組
む
つ
も
り
だ
。
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